
１ 単元構想

小学校第６学年 理科 学習構想案

植物が生きていくために必要なものが、体のつくりと働きとどのよ
うに関わるのか課題解決していく中で生命の神秘や植物の存在意
義について気付かせること狙って、書き表した例

□子供たちが単元を通して興味・関心を
もって深く考えることができる学習課
題ですか
□見方・考え方を働かせて課題解決を図
ることができるものですか
□子供たちと共有できる表現ですか
□単元のゴールの姿に迫るものですか

㋓「～を考え」に、本単元の学習内容、目標
や評価規準を要約している言葉を示して
います。
㋔「生かそうとする」に、実生活の場面でど
のように活動したり、考えたりしようとし
ているかを示しています（この場合は、
「環境の保全などに生かそうとする」こと
を想定）。

単元を通した学習課題を踏まえて、どのよ
うな視点で物事を捉えて（見方）、どのような
考え方で思考していくか（考え方）を想定して、
書き表した例

㋕「～に」に、教科等の特質に応じた見方に
関する内容を示しています。
（理科の場合は、自然の事物・現象を、質的・量的
な関係や時間的・空間的な関係などの視点で捉
える）

㋖「～する」に当たる文言に、教科等の特質
に応じた考え方に関する内容を示してい
ます。
（理科の場合は、比較したり、関係付けたりするなど
の方法を用いて考える）

□単元を通した学習課題を解決するた
めの見方・考え方となっていますか
□見方・考え方を働かせると深い学び
になりますか

㋐

※小理の例になります。（「内容のまとまり」の捉えが小理
と中理では異なるため）
小学校理科の場合、学習指導要領における「内容のまと
まり」を「単元」と置き換えることが可能です。そのため、
学習指導要領及び学習指導要領解説等における「内容の
まとまり＝単元」の記載事項を踏まえて、「単元の目標」
を設定し、「評価規準」を作成することができます。

小学校理科の場合、単元の目標を、次のよう
に設定します。単元の目標は３つの柱で示すこ
とも可能ですが、解説に単元のねらいが示され
ているのでそれを用いて示します。

「知識及び技能」：下線部㋐
「思考力、判断力、表現力等」：下線部㋑
「学びに向かう力、人間性等」：下線部㋒

単元の評価規準は、次のように設定します。
※（Ａ）を「内容のまとまり」における学習の対象
に置き換えて作成する。
例：(A)植物の体のつくりと働き

※下線部は、学年によって表現が異なる場合が
ある。下線部例参照
◆「知識」は、「内容のまとまり」の知識に関する
内容である（ア）、（イ）などの文末を「～を理解
している」とする。
◆「技能」は、「（Ａ）について、（省略）記録してい
る」とする。
◆ 「思考・判断・表現」は、学年で主に育成を目
指す問題解決の力を踏まえ、「（Ａ）について、
（省略）表現するなどして問題解決している」と
する。
◆「主体的に学習に取り組む態度」は、「（Ａ）に
ついての事物・現象に（省略）、（省略）問題解
決しようとしている」「（Ａ）について学んだこと
を学習や生活に生かそうとしている」とする。

㋕

㋖

実生活（この場合は環境への保全）の場面で、
学習したことを生かそうとする姿を想定して、
書き表した例

□目標や評価規準を踏まえ、具体的な
学習や生活の場面での子供の姿と
なっていますか
（文末は「～している（しようとしている）子供
（児童生徒）」）

□子供たちと共有したい場合、共有で
きる表現になっていますか

㋒ ㋑

理科における学習構想案作成のポイント 熊本の子供を、「学びの主体」として育てるために！

子供たちに求められる資質・能力を確実に育むためには、「主体的・対話的で深い
学び」の視点による授業改善を進めていくことが重要です。そのため、単元を通し
てどのような子供たちの姿を目指していくのかを明確にイメージし、単元を構想し
ましょう。

○単元の目標及び評価規準の設定
★「単元終了時の子供の姿」のポイント

★「単元を通した学習課題」のポイント

★「本単元で働かせる見方・考え方」
のポイント

㋔
㋓


